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エ
ネ
ル
ギ
ー
・
食
料
品
等
価
格
高
騰
へ
の
対
応

　７月11日開会の第２回定例会において、電力・ガス・食料品等の価格高騰への対応として、
生活支援や地域経済の活性化を図るための各事業費が計上された一般会計補正予算（第２号）
を可決しました。事業の中から主なものを紹介します。

第２回
定例会

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を
活用した事業を含む補正予算案を可決

Pick Up
補正予算

物価高騰等に直面する低所得者を支援する
ため、令和５年度住民税均等割のみ課税世帯
に対して、１世帯当たり１万8,000円を給付
するものです。

物価高騰による影響を踏まえ、生活支援と
地域経済の活性化を図るため、市民向けに生
活応援商品券を世帯ごとに発行するもので
す。

深川市生活応援商品券
交付事業

エネルギー・食料品価格等
物価高騰支援給付金

～第２回定例会のあらまし～

総額総額 6,6626,662 万万円円 総額総額 1,2921,292 万円万円

全
会
一
致

※補正予算　年度当初の予算（当初予算）に、追加・その他の変更を加えるために提出される予算
※付議事件　 本市議会だよりでは、議案のうち条例、補正予算、人事案件、意見書以外のものを付議事件と

しています。

　第２回定例会は、田中市長が新型コロナウイルスに感染したことにより、７月13日まで登庁
できない状況となったことから、予定していた７月11日から20日までの会期日程を７月11日か
ら25日までの15日間に変更し、初日に行う予定としていた議案審議や一般質問は14日から行い
ました。
　第２回定例会に提案された議案は、条例４件、補正予算３件、人事案件28件、意見書５件、
付議事件として選挙管理委員及び同補充員の選挙等６件の合わせて46件でした。
　うち、補正予算３件、人事案件28件、付議事件６件は、14日に全会一致または賛成多数で可決・
同意・決定。条例４件は、総務経済常任委員会の審査を経て、25日に全会一致または賛成多数
で可決しました。また、25日に意見書５件を追加提案し、全会一致で可決しました。
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【
条
　
　
例
】

【
人
事
案
件
】

■
深
川
市
職
員
給
与
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

■
公
平
委
員
会
委
員
の
任
命

　
寒
冷
地
手
当
を
時
間
外
勤
務
手
当
の
算

定
基
礎
に
含
め
る
旨
の
総
務
省
か
ら
の
通

知
を
踏
ま
え
、
北
海
道
内
の
他
市
の
状
況

も
鑑
み
、
本
市
に
お
い
て
も
、
寒
冷
地
手

当
を
時
間
外
勤
務
手
当
の
算
定
基
礎
に
含

め
る
た
め
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
で

す
。

　
宮
川　
央
子　
さ
ん

　
公
平
委
員
会
委
員　
宮
川
央
子
さ
ん
の

任
期
満
了
に
伴
い
、
後
任
と
し
て
再
び
同

氏
を
選
任
し
た
い
と
の
提
案
が
あ
り
、
賛

成
多
数
で
選
任
に
同
意
し
ま
し
た
。

全
会
一
致

同
　
意

■
深
川
市
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た

行
政
の
推
進
に
関
す
る
条
例

■
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命

　
令
和
５
年
５
月
、
国
の
行
政
手
続
の
オ

ン
ラ
イ
ン
化
に
関
す
る
、
行
政
手
続
等
に

お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す

る
法
律
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
本
市

に
お
い
て
も
、
市
民
の
利
便
性
の
向
上
を

図
る
と
と
も
に
、
行
政
運
営
の
簡
素
化
及

び
効
率
化
に
資
す
る
た
め
、
オ
ン
ラ
イ
ン

に
よ
る
行
政
手
続
に
関
す
る
事
項
を
定
め

る
本
条
例
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

大
谷
内　
清　
さ
ん

　
吉
川　
永
充　
さ
ん

　
桒
野　
良
寛　
さ
ん

　
山
﨑　
和
徹　
さ
ん

　
青
木　
　
実　
さ
ん

　
冨
川　
裕
一　
さ
ん

　
近
藤　
洋
介　
さ
ん

　
中
川　
幸
生　
さ
ん

　
菊
入　
　
等　
さ
ん

賛
成
多
数

同
　
意

選
挙
管
理
委
員
及
び

　
　
　
同
補
充
員
の
選
挙

　
第
２
回
定
例
会
２
日
目
の
７
月

14
日
に
、
選
挙
管
理
委
員
及
び
同

補
充
員
の
任
期
満
了
に
伴
う
選
挙

を
行
い
、
議
長
の
指
名
推
選
に
よ

り
、
次
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

■
選
挙
管
理
委
員

　
　
土
井　
洋
次　
さ
ん

　
　
會
見　
美
紀　
さ
ん

　
　
髙
木
原
め
ぐ
み
さ
ん

　
　
紺
野　
浩
治　
さ
ん

■
選
挙
管
理
委
員
補
充
員

　
　
田
中　
春
美　
さ
ん

　
　
青
木　
裕
幸　
さ
ん

　
　
川
合　
正
春　
さ
ん

　
　
岡
田
ナ
オ
ミ　
さ
ん

山
川　
　
功　
さ
ん

馬
木　
逸
男　
さ
ん

板
垣　
昭
仁　
さ
ん

清
水　
正
勝　
さ
ん

髙
橋　
淳
一　
さ
ん

光
富　
靖
展　
さ
ん

増
田　
貴
志　
さ
ん

佐
々
木
弘
昭　
さ
ん

塩
㞍　
総
徳　
さ
ん

大
森　
毅
英　
さ
ん

廣
田　
和
也　
さ
ん

五
十
嵐　
剛　
さ
ん

水
野　
静
也　
さ
ん

荒
井　
　
優　
さ
ん

尾
崎　
成
宣　
さ
ん

宮
武　
　
努　
さ
ん

下
坂
多
伊
子　
さ
ん

木
根　
和
美　
さ
ん

　
農
業
委
員
会
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

新
た
な
委
員
と
し
て
、
農
業
に
関
し
識
見

を
有
す
る
27
人
を
任
命
し
た
い
と
の
提
案

が
あ
り
、
全
会
一
致
で
任
命
に
同
意
し
ま

し
た
。
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※賛成＝○、反対＝●、棄権＝棄、近沢弘幸議長は採決に加わりません。

議 員 名（ 議 席 番 号 順 ）
議
決
結
果
▼

佐
々
木
一
夫

松
原
や
す
子

有
働　
正
夫

村
上　
　
誠

新
田　
　
旺

伊
藤
美
恵
子

山
本　
時
雄

松
本　
雅
祐

宮
澤　
孝
司

北
村　
　
薫

鶴
岡　
恵
司

近
沢　
弘
幸

大
前　
昭
代

田
畑　
陽
美

第２回
定例会

深川市情報通信技術を活用した行政の
推進に関する条例について ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ 可決

深川市都市農村交流センター条例の一
部を改正する条例について ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ 可決

深川市公平委員会委員の選任について ● 棄 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ 可決

【
意 
見 

書
】

■  

食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
の
見
直

し
に
関
す
る
提
言
と
食
料
安
全
保
障

政
策
の
強
化
を
求
め
る
意
見
書

■   

地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
に
関
す
る

意
見
書

■   

２
０
２
３
年
度
北
海
道
最
低
賃
金
改

正
等
に
関
す
る
意
見
書

■   

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
堅
持
・

負
担
率
２
分
の
１
へ
の
復
元
、「
30
人

以
下
学
級
」
な
ど
教
育
予
算
確
保
・

拡
充
と
就
学
保
障
の
実
現
に
向
け
た

意
見
書

■   

特
別
支
援
学
校
・
学
級
の
教
員
増
員

な
ど
の
体
制
整
備
に
つ
い
て
の
意
見

書 全
会
一
致
で
可
決
し
、
内
閣
総
理

大
臣
な
ど
に
送
付
し
ま
し
た

市
議
会
だ
よ
り
に

掲
載
し
き
れ
な
か

っ
た
案
件
は
Ｈ
Ｐ

で
確
認
で
き
ま
す
。

議決結果

訂正とおわび

　ふかがわ市議会だより
№ 252 号の４ページに
掲載しました、エネル
ギー・食料品価格等物価
高騰支援給付金の説明文
のうち、対象世帯の記載
に誤りがありました。
　下記のとおり訂正し、
おわびいたします。

【誤】�令和５年度住民税非
課税及び均等割のみ
課税世帯

【正】�令和５年度住民税非
課税世帯

意見書って何？
普段なじみのない議会の仕組みについて、今号で
は、市議会が国や北海道に対して提出する意見書
について紹介します。

意見書とは、市の権限だけでは実現できないこ
となどについて、市議会が国や北海道に対して、
意見や要望を提出する文書のことです。意見書は、
市議会全体の意思であるため、可能な限り議員全
員の合意に基づいて提案し、採決では全会一致に
よって可決されることが理想とされています。

深川市議会では、市民にとって有益となる意
見書を作成するため、提案前に議員間で十分な議
論を行っています。

教 え て 市 議 会


